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１．はじめに 

本発表では、生活訓練において実施した職場復帰支援について事例報告を行い、地域の支援機

関と連携した支援の実際について考察する。 

２．支援内容 

（１）事例プロフィール 

Ｂさん ３０代 女性、障害原因：多発性脳梗塞、障害状況：高次脳機能障害（注意障害：全

般的注意障害／記憶障害：前向健忘／遂行機能障害／社会的行動障害）、心臓機能障害(弁置換)、

眼球運動障害、右不全麻痺、受傷後：３年経過、神経心理学的検査：ＭＭＳＥ２４点 

（２） 支援課題と訓練の実際 

職場復帰を目標とした事例については、認知機能の改善や対人技能の向上を目的とした集団訓

練(作業・園芸等)に加え、より職場環境を想定した訓練が必要となる。このため、会社から業務

サンプルの提供を受け、パソコン訓練や作業療法士による就労準備訓練を実施し、事務職での職

場復帰に向けた注意の改善・作業耐性の向上を図った。また、ビジネスマナー講習等を実施する

ことにより、職業準備性が向上した。支援課題としては、職場実習で課題を共有し、働きやすい

環境を調整するアウトリーチ型の支援が重要となった。 

３．地域支援機関との連携 

障害者就業・生活支援センターＭと連携し、職場実習前の会社訪問や実習中のジョブコーチを

行った。概ね１回／週の支援により、課題の抽出と共有を図ることができた。 

４．職場実習（リハビリ出社）の実施と結果 

約２ヶ月半の間、人事担当者の事務補助として職場実習を行った。会社側への働きかけとして、

本人の障害特性や訓練経過について説明するとともに、実習担当者への依頼（スケジュール確認、

具体的な指示出し、１日の振り返り等）を行った。実習プログラムは勤務時間や業務内容を段階

的にステップアップし、経過観察や本人とのヒアリングをもとに修正を重ねた。順調に進んでい

た表計算の照合業務では、見えづらさと集中力の保持が続かず精度が落ちることがあったが、環

境の調整（パソコン画面の設定、適度な休憩の促し等）により回復した。また、通勤時や休日に

本人の不注意による転倒があるなど生活面での課題があらわれたため、安全を優先した行動や判

断が伴うよう助言した。実習後は、より具体的な作業設定のもとで就労準備訓練を実施した。結

果として、意欲的な取り組みや課題の改善を図ることができ、復職が可能となった。 

５．考察 

早期から地域の支援機関と連携した支援体制の構築が有効であった。また、就業と生活面を包

括的に捉え、職場実習等の体験から裏打ちされた気づきについてのリアルフィードバックが重要

である。修了後の職場定着支援についても新たな課題を共有し、連携した支援を継続している。 


